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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

東京電力福島第一原子力発電所事故の影響により、果樹の樹皮に沈積した放射性物質の実態を把握するた

め、モモ、リンゴ、ナシの主枝または骨格枝を対象に、高さ別、位置別の放射線量を経時的に測定し、汚染

状況の推移を検証したところ、各樹種とも上面＞側面＞下面の順に高い傾向にあり、また、時間の経過とと

もに樹皮の放射線量の低下がみられた。

(1) 高さ別では、主枝分岐部から30cm(低)、130cm(中)、230cm(高)、位置別では主枝分岐部から30cmの位置

の上面、側面、下面の放射線量をＧＭサーベイメーターを用いて計測した。

(2) 高さ別の放射線量は、ナシでは時間が経過しても違いは認められなかったが、モモでは低部が高く、

リンゴでは高部が高い傾向が見られた（図１～３）。位置別の放射線量は、各樹種とも上面＞側面＞下面

であった。

(3) 樹園地の放射線量（ＧＭ値）は、測定開始日の５月９日を100とした場合、12月19日までの約220日間で、

空間線量は約41％減少したのに対し、主枝上では約59％が減少し、雨などによる流亡の影響が考えられた

（図４）。

２ 期待される効果

(1) 樹皮汚染状況が明らかになり、作業者の被曝軽減や樹体除染のための参考資料となる。

３ 活用上の留意点

(1) モモの供試樹は、樹皮がリンゴやナシと比較して滑らかであった。



Ⅱ 具体的データ等

図１ モモ樹皮の高さ別汚染量の経時的推移 図２ リンゴ樹皮の高さ別汚染量の経時的推移

図３ ナシ樹皮の高さ別汚染量の経時的推移 図４ 樹体と樹園地における放射線量の推移
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